
機構営障害者校の概要及び同校で行われている
職業訓練に関する指導法の開発・普及 

  

資料3-2 



機構が運営する障害者職業能力開発校と広域障害者職業センターの概要 
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 国立障害者リハビリテーションセンター 

 吉備高原医療リハビリテーションセンター 

                             地域障害者職業センター   （ジョブコーチ支援等） 

国立職業リハビリテーションセンター（埼玉県所沢市：昭和54年開設） 

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター（岡山県吉備中央町：昭和62年開設） 

職業訓練 
 (定員 中央校:200人 吉備校:80人)  

○随時入所（障害別に年間、中央校で12回、吉備校で9回の入校日を設定）  

○企業ニーズを踏まえた実践的な職業訓練の実施 

○ 特別支援障害者に対する先導的職業訓練の実施 

   ・障害特性、能力及び適性等に応じた個別カリキュラムによる個別訓練 

   ・雇入れ可能性のある企業の協力・連携の下で、特注型の訓練メニュー 

    に基づく企業内訓練と就労継続のための技術的支援の一体的実施 

 ○ 特別支援障害者に係る職業訓練技法の開発と他の障害者職業能力開発校  

   等への提供 

  ※中途障害者の復職に向けた訓練やオーダーメード型の在職者訓練等も実施 

 

  

 

 

職業評価 
 

適性検査 

 

作業評価 

 

↓ 

 

職リハ計画 

策定 

 

  職業指導   

 ○ 個々の特性に応じた職業適応指導の実施 

 ○ 技能習得状況に応じた就職支援の実施 

 

連携 

連携 

（障害者職業カウンセラー） 
チームティーチング 
（職業訓練指導員） 
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○国立職業リハビリテーションセンター及び国立吉備高原職業リハビリテーションセンターは、障害者の雇用の促進等に関する法律に基づく「広  

 域障害者職業センター」と職業能力開発促進法に基づく「障害者職業能力開発校」の２つの側面を持つ。 

○全国の広範な地域から職業的重度障害者を受入れ、とりわけ精神障害者や発達障害者を含む職業訓練上特別な支援を要する障害者（特別支援障 

 害者）を重点的に受け入れ、職業評価から職業訓練、職業指導までの一貫した職業リハビリテーション及び先導的な職業訓練を実施。 

○精神障害者や発達障害者を含む特別支援障害者に対する先導的な職業訓練の内容、指導技法等を取りまとめ、他の障害者職業能力開発校等に提 

 供するとともに、特別支援障害者等向け訓練コースの設置等の支援に取り組むことにより、障害者職業訓練全体のレベルアップに貢献。 

 



機構が運営する障害者職業能力開発校と広域障害者職業センターの概要（訓練計画） 

 平成25年度計画 

  

※平成26年度をもってメカトロニクス科を廃科とし、電子機器科へ定員振り替え予定 

都道府県 施設名 訓練科 主な対象者
設定
年度

訓練
課程

訓練
期間

訓練
開始月

定員 延定員

機械製図科 身体・精神・発達・高次脳 S54 普通 １年 毎月(12月を除く） 5 5
電子機器科 身体・精神・発達・高次脳 S54 普通 １年 毎月(12月を除く） 10 10
テクニカルオペレーション科 身体・精神・発達・高次脳 H20 普通 １年 毎月(12月を除く） 5 5

建築設計科 身体・精神・発達・高次脳 H3
普通
短期

１年・６月 毎月(12月を除く） 5 5

OAシステム科 身体・精神・発達・高次脳 S54 普通 １年 毎月(12月を除く） 25 25

経理事務科 身体・精神・発達・高次脳 S54
普通
短期

１年・６月 毎月(12月を除く） 10 10

OA事務科 身体・精神・発達・高次脳 H5 普通 １年 毎月(12月を除く） 50 50
オフィスワーク科 身体・精神・発達・高次脳 H20 普通 １年 毎月(12月を除く） 30 30
ＤＴＰ・Ｗｅｂ技術科 身体・精神・発達・高次脳 H20 普通 １年 毎月(12月を除く） 15 15

職域開発科 精神・発達・高次脳 H14
普通
短期

１年・６月

4月・6月・7月・9月・
10月・11月・1月･2
月

25 25

職業実務科 知的 H14 普通 １年 4月 20 20

メカトロニクス科※ 身体・精神・発達・高次脳 H14 普通 ２年
4月・6月・7月・9月・
11月・2月

5 5

機械製図科 身体・精神・発達・高次脳 S62 普通 １年
4月・6月・7月・9月・
11月・2月

5 5

電子機器科※ 身体・精神・発達・高次脳 S62 普通 １年
4月・6月・7月・9月・
11月・2月

5 5

システム設計科 身体・精神・発達・高次脳 H14 普通 ２年
4月・6月・7月・9月・
11月・2月

5 10

経理事務科 身体・精神・発達・高次脳 S62 普通 １年
4月・6月・7月・9月・
11月・2月

5 5

ＯＡ事務科 身体・精神・発達・高次脳 S62 普通 １年
4月・6月・7月・9月・
11月・2月

15 15

職業実務科 知的 H14 普通 １年 4月・10月 10 10
職域開発科 精神・発達・高次脳 H14 普通 １年 7月・11月 25 25

岡山県 吉備高原障害者職業能力開発校

埼玉県 中央障害者職業能力開発校



機構が運営する障害者職業能力開発校と広域障害者職業センターの概要（実績） 
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平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

受講者（平成15年度～平成18年度） 特別支援障害者 特別支援障害者以外 就職率 充足率 

290人 

273人 

289人 
284人 284人 

270人 

285人 

266人 
256人 

(受講者数・就職者数：人) (就職率及び充足率：％) 

定員：中央校200、吉備校80、両校280 

196人 



【障害者能力開発指導者交流集会】 

 

 
 成果の普及 

 58団体から98名が参加 

   ･障害者職業能力開発校   12施設 
  ･民間障害者能力開発施設  3施設 
  ･公共職業能力開発校     22施設 
  ･都道府県能開主管課   8施設 
  ･その他         13施設 
 
○アンケート調査  
  業務の参考になったとの回答：97.7% 
  
 
  

 
発表・技法解説・ディスカッション  平成25年10月30日 千葉県千葉市（幕張）  

○全国の先進的な職業訓練事例等の紹介 
 精神障害・発達障害（東京都・東京障害者職業能力開発校）  
 重度視覚障害（広島障害者職業能力開発校）  
 高次脳機能障害（京都府立京都障害者高等技術専門校） 
 知的障害（熊本県立高等技術専門校） 
 障害者委託訓練（神奈川障害者職業能力開発校） 
○指導技法等解説 
 精神障害者の指導技法（中央校）   発達障害者の指導技法等（吉備校） 
○効果的な指導技法等に係る意見交換会 
 重度視覚障害者（事務系職種）、精神障害者、高次脳機能障害者、発達障害者、知的障害を伴う発達障害

者、障害者委託訓練 
  

【職業訓練実践マニュアル等】 

 発達障害者 
  職業訓練実践マニュアル発達障害者編Ⅰ～知的障害を伴う人の施設内訓練～        （H22年度） 
  職業訓練実践マニュアル発達障害者編Ⅱ～施設内訓練～                  （H23年度） 
  職業訓練実践マニュアル発達障害者編Ⅲ～企業との協力による職業訓練等～      （H24年度） 

 高次脳機能障害者 
  高次脳機能障害者に対する職業訓練の実践研究報告書                  （H21年度） 

 重度身体障害者 
  上肢に障害を有する者に対する職業訓練の実践研究報告書～事務系職種編～        （H20年度） 
  上肢に障害を有する者に対する職業訓練の実践研究報告書～製造系職種編～        （H20年度） 
  職業訓練実践マニュアル重度視覚障害者編Ⅰ～施設内訓練～               （H22年度） 
  職業訓練実践マニュアル重度視覚障害者編Ⅱ～企業との協力による職業訓練等～     （H23年度） 

 成果の普及 

 ○マニュアルの配布 

  ・障害者職業能力開発校 
  ・民間障害者職業能力開発施設 
  ・一般の公共職業能力開発校 
  ・都道府県能開主管課 ほか 

 

 

 ○アンケート調査（H24年度実施） 

  H23年度発刊マニュアルについて、
「有用であった」との回答は94.7% 

  
 

 

 精神障害者 
   精神障害者に対する職業訓練の実践研究報告書                 （H21年度） 
  職業訓練実践マニュアル精神障害者編Ⅰ～施設内訓練～                  （H24年度） 
    職業訓練実践マニュアル精神障害者編Ⅱ ～企業との協力による職業訓練等～  （H25年度作成予定） 

機構営障害者校による職業訓練に関する指導技法等の普及 
～先導的な職業訓練の内容、訓練技法等を他の能開施設等へ提供～ 

…職業訓練上特別な支援を要する障害者に係る取組みのとりまとめ 

＊職業訓練実践マニュアルには、訓練カリキュラムや訓練教材、支援ツール等を収録したＣＤも添付 
＊上記マニュアル等の内容及びH19年度までに作成した報告書等については別添参照 

…指導技法等の周知・解説（ ※厚生労働省主催の障害者職業訓練指導員経験交流会と共同開催） 

  H23年度 H24年度 H25年度 
参加者数 90 88 98 
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機構営障害者校による職業訓練に関する指導技法等の普及 
～専門訓練コース設置・運営に関する支援～ 

機構営障害者校による職業訓練に関する指導技法等の普及 
～特別支援障害者等向け訓練コース設置・運営に関する支援～ 

【専門訓練コース設置・運営サポート事業】 
  特別支援障害者等向け訓練コースを設置している、または、新たな設置を計画している障害者職業能力開発校及び職業能力開発校を対象に、当該校の訓練計画
や訓練環境、支援ニーズ等に応じた支援プログラムを作成し、職業訓練指導員等を対象とした長期の実務演習と訪問等による助言等により特別支援障害者等向け
訓練コースの設置及び円滑な運営についての支援を実施 

 

…個々の能開施設等のニーズに応じたオーダーメイドの支援 

◇ニーズ等の把握◇ 
 機構営者校が当該校を訪問等し、当該施設の訓練計画や訓練環境等、指導
技法等の提供に係る具体的なニーズの把握 

◇訓練計画の策定等に関する支援◇ 
当該校の要請に応じ、訓練計画等の策定や連携・協力体制の構築に向け

た会議・委員会等における助言を実施 

◇ノウハウ提供支援◇ 
機構営者校の訓練場面等を活用し、当該校の指導員等にＯＪＴ方式によ

る直接的な指導技法等の提供を実施。 

◇フォローアップ支援◇ 
ノウハウ提供支援を実施した後、当該校のニーズ等に応じて訪問等によ

る支援を実施。 

平成24年度試行実施 
【中央校】  
 東京障害者職業能力開発校 （平成25年度精神・発達障害者専門訓練コース設置） 
【吉備校】  
 広島障害者職業能力開発校 （平成25年度重度視覚障害者専門訓練コース設置） 
 
 
 
 
平成25年度 
【中央校】  
 神奈川障害者職業能力開発校（精神障害者専門訓練コース運営に係る支援） 
 千葉県立障害者高等技術専門校（発達障害者専門訓練コース設置に向けた支援） 
【吉備校】  
 福岡障害者職業能力開発校（発達障害伴う知的障害者の専門訓練コース運営に係る支援） 
 北海道障害者職業能力開発校（精神・発達障害者専門訓練コース設置に向けた支援） 

 

平成２５年度は、支援対象校訪問によるフォローアップ等を継続し、専門訓練
コース設置後に生じた課題への支援を実施。 

【指導技法等体験プログラム】 
  専門訓練コースの設置による職業訓練の有効性について理解を深め、特別支援障害者等向け訓練コースの設置を促すため、障害者校及び一般校の職業訓練指
導員等や障害者職業訓練の企画を担当する都道府県職業能力開発主管課の職員を対象に、機構営障害者校を会場に訓練場面を活用した指導技法等の解説や訓
練等の体験、意見交換、事例紹介等を実施 

…訓練場面を活用した指導技法等の解説や訓練等の体験による専門訓練コース設置に向けた検討促進 

○精神障害者の職業訓練 
 【会 場】中央校 
 【日 程】平成25年10月7日～9日 
 【参加者】11施設12名 
 【内 容】専門訓練コースの紹介、 
      訓練体験、指導技法等紹介 
      情報交換会等 
 【結 果】アンケート調査で業務の 
      参考になったとの回答 
      ：100% 
 
 

○発達障害を伴う知的障害者の職業訓練 
 【会 場】中央校 
 【日 程】平成25年11月18日～20日 
 【参加者】13施設14名 
 【内 容】専門訓練コースの紹介、 
      訓練体験、指導技法等紹介 
      情報交換会等 
 【結 果】アンケート調査で業務の 
      参考になったとの回答 
      ：100% 
 
 

○高次脳機能障害者の職業訓練 
 【会 場】吉備校 
 【日 程】平成25年8月26日～28日 
 【参加者】8施設8名 
 【内 容】専門訓練コースの紹介、 
      訓練体験、指導技法等紹介 
      事例検討、情報交換会等 
 【結 果】アンケート調査で業務の 
      参考になったとの回答 
      ：100% 
 
 

○発達障害者の職業訓練 
 （※予定） 
 【会 場】吉備校 
 【日 程】平成26年1月28日～30日 
 【内 容】専門訓練コースの紹介、 
      訓練体験、指導技法等紹介 
  
 



（参考） 

機構営障害者校による職業訓練に関する指導技法等の普及 
 

≪職業訓練実践マニュアル等≫ 

年度 No. タ イ ト ル  

11 

１ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅰ）介護職種編 

２ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅱ）流通サービス職種編 

３ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅲ）電気・電子職種編 

４ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅳ）在職者ＯＡ職種編 

12 ５ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅴ）介護職種における職業評価編 

13 

６ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅵ）事務･販売職種編 

７ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅶ）介護サービス職種編 

８ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅷ）導入訓練編 

９ 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅸ）社会生活実務編 

10 知的障害者の職業訓練・指導実践報告書（Ⅹ）介護職種における就労支援編 

15 
11 職業的重度障害者に対する職業訓練・指導技法実践報告書（Ⅰ）高次脳機能障害者編  

12 職業的重度障害者に対する職業訓練・指導技法実践報告書（Ⅱ）職業準備プログラム編  

16 13 障害者職域拡大訓練カリキュラム研究会（中間報告） 

17 14 障害者職域拡大訓練カリキュラム研究会報告書 

18 
15 発達障害者に対する職業訓練の実践研究会報告書～入校から導入訓練～ 

16 精神障害者に対する職業訓練・指導技法実践報告書 

19 
17 発達障害者に対する職業訓練の実践研究会報告書～本訓練から就職支援・フォローアップ～ 

18 視覚障害者に対する効果的な職業訓練を実施するために～指導・支援者のためのＱ＆Ａ～  

20 
19 上肢に障害を有する者に対する職業訓練の実践研究報告書～事務系職種編～ 

20 上肢に障害を有する者に対する職業訓練の実践研究報告書～製造系職種編～ 

21 
21 精神障害者に対する職業訓練の実践研究報告書 

22 高次脳機能障害者に対する職業訓練の実践研究報告書 

22 
23 職業訓練実践マニュアル重度視覚障害者編Ⅰ～施設内訓練～ 

24 職業訓練実践マニュアル発達障害者編Ⅰ～知的障害を伴う人の施設内訓練～ 

23 
25 職業訓練実践マニュアル重度視覚障害者編Ⅱ～企業との協力による職業訓練等～ 

26 職業訓練実践マニュアル発達障害者編Ⅱ～施設内訓練～ 

24 
27 職業訓練実践マニュアル精神障害者編Ⅰ～施設内訓練～ 

28 職業訓練実践マニュアル発達障害者編Ⅲ～企業との協力による職業訓練等～ 

25 29 職業訓練実践マニュアル精神障害者編Ⅱ～企業との協力による職業訓練等～（予定） 

 

 

 

 


